
 

【問い合わせ先】 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所 

大川市   大川の駅整備振興課 

      主幹   甲斐 衛 （内線２４６） 

      課長補佐 石橋 渡 （内線２４９） 

      電話 ０９４４－８５－７０６９ 

事業対策官  中島 一州 （内線３０６）      
河川環境課長 山下 浩史 （内線３７１） 
電話 ０９４２－３３－９１９３       

 
 
 

 

 

令  和 ６ 年 ９ ⽉ ２ ⽇ 
筑 後 川 河 川 事 務 所  

⼤ 川 市  

 

  
「かわまちづくり登録証伝達式」を行います！ 

～河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成に向けて～ 

 
 

 

 

＜登録証伝達式＞ 

日   時 ： 令和６年９月９日（月）１４時００分～１４時２５分（予定） 

場   所 ： 大川市役所 ３階 大会議室 

出 席 者 ： 大川市長、筑後川河川事務所長 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝達式は報道機関のみの公開とさせていただきます。なお、取材を希望される報道関係者は、 

別紙をご覧の上、事前に取材登録をお願いいたします。 

国土交通省では、水辺を活かして地域の賑わい創出を目指す取組“かわまちづくり”を推

進するため、平成２１年度に「かわまちづくり」支援制度を創設し、市町村等からの申請に

もとづき計画の登録を行い、ハード・ソフト両面から支援を行っています。 

令和６年８月８日付けで、新たに「筑後川下流大川地区かわまちづくり」計画が登録とな

りました。 

今般、登録証の伝達式を下記のとおり行いますので、お知らせします。 

筑後川河川事務所 
⼤川市 



お お か わ し

１．概要
大川市は筑後川下流に面しており、海苔やエツ、イチゴ、アスパラガスなどの農水産物や、大川家具や大川組子とい

ったインテリア産業が古くから育まれてきました。近年、「有明海沿岸道路」、「九州佐賀国際空港」、「三池港」といった
重要なインフラが整い、産業・観光振興及び広域連携の要となる「大川の駅」（道の駅、川の駅等）の実現に取り組ん
でいます。

この取組を充実させるため、本計画では、「大川の駅」と連携した川の駅を整備し、筑後川や有明海を活かした「水辺
」の魅力を体験できる空間を目指します。また、筑後川や大野島一帯を楽しむ玄関口として、クルージングや散策、サ
イクリング等の拠点として広域連携の水辺の拠点となるような空間を形成し、地域の魅力の向上、観光振興の促進等
を図ります。

国土交通省では、この取組に対し、必要な河川管理施設の整備のほか、河川空間において営利活動を実施する場
合には、河川敷地占用許可準則第22条に基づく、都市・地域再生等利用区域の指定等の支援を実施していきます。

お お か わ し

対象河川 ： 一級河川 筑後川水系筑後川 【国管理河川】

市町村名 ： 福岡県大川市

推進主体 ： 大川市

ちくごがわ ち く ご が わ

おおかわし

おおかわし

大川市

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。

２．ハード施策の内容
国土交通省 ： 管理用通路、階段、坂路 等 大川市 ： 広場、浮桟橋、散策路 等

整備内容
国：河道整正、護岸、階段、坂路、管理用通路
市：張芝、トイレ・洗い場、散策路、防犯灯、浮桟橋、管理用駐車場、展望デッキ等

凡例
：国土交通省
：大川市
：既存整備

「筑後川下流大川地区かわまちづくり」（福岡県大川市）
ち く ご が わ か り ゅ う お お か わ ち く お お か わ し

３．ソフト施策の内容
国土交通省 ： 都市・地域再生等利用区域の指定 等 大川市 ： 水辺学習・体験、クルージング 等

整備エリア

位置図

筑後川

有明海沿岸道路

整備イメージ

川の駅

道の駅 筑
後
川→



水源地から河口まで様々な姿を見せる河川とそれに繋がるまちを活性化するため、地域の景観、歴史、文化及び
観光基盤などの「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者
の連携の下、河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を目指す。（令和６年８月時点：２８６地区）

・都市・地域再生等利用区域の指定等による民間事業者等のオープンカフェ
等への河川空間の多様な利活用の促進

・優良事例に関する情報提供や必要な調査等により、計画の実現を支援

・治水上及び河川利用上の安全・安心に係る河川管理用通路や親水護岸
等の施設整備を通じ、まちづくりと一体となった水辺整備を支援。
（市町村、民間事業者が河川空間の利用施設を整備）

都市・地域再生等利用区域の指定の適用事例

先進的な取組の情報提供

親水護岸の利用
（新町川／徳島市）

河川管理用通路の利用
（最上川／長井市）

ソフト施策による⽀援 ハード施策による⽀援

かわまちづくり支援制度の概要

オープンカフェの設置
（京橋川／広島市）

遊歩道の民間活用
（道頓堀川／大阪市）

民間事業者の参加
（信濃川／新潟市）

賑わい拠点の整備
（木曽川／美濃加茂市）

かわまちづくりウェブサイト：https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/index.html

参考



                                   

 

 

 

 

「かわまちづくり登録証伝達式」の取材をご希望される報道機関におかれましては、事前

にご登録をお願いいたします。 

 

 

メール送信期限：９月５日（木）１７時００分まで 

 

送信先アドレス：qsr-chikugo-hp@mlit.go.jp 

 

 

【ご登録の際にご連絡いただく内容】 

１． 報道機関名 

２． 取材者等 

① ご氏名 ② ご連絡先（電話番号） ③取材人数 

 

【取材に関する留意事項】 

① 会場内では、「報道関係」と表示された席にお座りください。 

② 伝達式中、出席者へ直接取材することはご遠慮ください。伝達式終了後に１０分程度の

取材時間を設けております。 

③ その他、取材にあたっては、係員の指示に従ってください。 

 

「かわまちづくり登録証伝達式」 

取材登録 

別紙 


